青風荘　　フェイスシート

平成　20年　3月　3日　担当：小松美智子　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小笠原　　富治　様　　　男・女　　　　昭和　12年　3月　9日生（　70歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市田面木赤坂35－9　青風荘　　　　　電話　0178-27-7658

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　Ｓ29年（17～18歳時）
	罹 患 期 間
	約　46　年

	
	入院回数
	　　　　3　回　　
	延べ入院年数
	　　　　　35年　　

	医療機関
	　青南病院（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週　1回）

	医療区分
	国民健康保険
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	　　　　障害基礎年金　1級　（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　福祉ホ－ム　青風荘

	入所年月日
	　Ｈ　13年　6月　19日
	身長
	166cm
	体重
	61.6kg

	最終学歴
	三本木農業高校
	免許・資格
	　なし

	職　歴
	　三沢市丸美百貨店、百石杉沢商店（いずれも短期間）
	

	保　護　者
	氏　　名　　小笠原　ミサ　　様　　　　　　　続柄　　妹　　　　（同居　・否）

	利用目的

・生活技能の習得、社会性の欠如の回復。　　・各種のプログラム等を通して社会参加と意欲向上を図る。

	入院・治療歴　初診日

　　期間　　　　　　　　　　　　入院、外来等　　　　医療機関名

　Ｓ38年　（2ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田中央病院

　Ｓ38年　（3ヶ月程）　　　　　　　入院　　　　　　十和田市内の精神科（詳細不明）

　Ｓ42年3月19日～Ｈ13年6月19日　　 入院　　　　　　青南病院

	生活歴
十和田湖町にて出生。同胞5名の第４子。高校３年時より「目が変だ。」と言い始め、サングラスを常にかけるようになり、その頃より精神の変調をきたし始めていた様子。昭和30年に三本木農業高校を卒業後は、三沢市の婦人衣料品店に６ヶ月程勤めるが、その際「鼻や目が悪い。」と言い仕事を辞めて自宅にこもるようになる。それ以降は、仕事をせず食べたい時に食べ、寝たい時には寝るなど無為な生活となり、さらにはガラスを壊したり障子を叩いて壊したりする行為がある為、家族が注意すると逆上する事があった。昭和38年頃、十和田中央病院へ2ヶ月程入院。その後も、精神科へ数ヶ月間入院した事があった。（詳細不明）

S42年3月、急性症状は認められないものの、無為自閉的であり他者との交流も無く保清も出来ない状況となり青南病院入院となる。




	家族構成

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）
両親はすでに他界しており、妹と義弟が支援の中心となっている。他の兄弟との交流は全く無い。病気がちと言う事もあり、こちらの働きかけで年に1～2度面会に来られるのみで、あまり交流はもたれていない。


平成　20年　3月　3日　（月）

	氏　名
	　小笠原　　富治　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　12年　3月　9日　（　70歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 入所生活や個別プログラムを通じ、社会性の回復と生活スキルの拡大を図る




　　　　　　

	これまでの経過（前回実施日　　Ｈ19年11月12日）

	· 新年を迎えた頃より、上腹部痛の訴え聞かれ、食欲不振が続き1/4鹿内内科受診。風邪による胃腸症状との事だったが、症状改善せず、1/10紹介状持参にて八戸赤十字病院受診。胃潰瘍と診断され、そのまま入院加療となる。点滴、内服薬の治療にて症状軽快し、1/21退院となり、通院加療に切りかわる。3/5胃カメラ検査実施し、3/18検査結果を主治医より説明する事となっています。

· 現在は、不調の訴えなく殆ど自室に篭って過ごされています。土日には買物へ出かけていますが、デイナイトケアのお茶を買うのを他者へ頼んでいます。日課などは問題なく行っています。

デイナイトケアでは、活動性・意欲のなさが目立ち、運動プログラムに参加されずにおり、スタッフのから体力作りの為にも軽めの運動が必要である事を説明すると渋々納得されています。活動性･意欲のなさが目立ち、プログラム中は、閉眼されうつむいている事多くみられています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 内科疾患合併により活動性・意欲の低下がみられる。


	· 自ら不調について話してくる事がない為、定期的

に話す場を設け体調の把握に努める。

· 本人、入院した事により体について必要以上に気にされている為、体は大丈夫である事、前と同じように生活していい事を伝え安心感を持って頂く。

· 運動量の低下が見られるため、その都度、体力維持の為にも運動が必要である事を説明していく。
	　　　ヶ月

	2 話し合いを重ね、本人の目標を抽出し達成に向けての過程を検討していく。（現在の目標はバス利用での外出）


	・　個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して単身でも行動できるよう支援する。（外出の楽しみ方が分からない為。）

· 本人の能力を見極めながら出来る所からの目標設定を行い、生活にハリと広がりを持ってもらう。
	　　　ヶ月

	3 家族関係の調整


	・現在は妹夫婦が本人の保護者となっているが、妹氏も病気で入退院を繰り返している状況。将来的に妹氏の他に保護者を依頼できる人の検討をしてもらい難しいようであれば他の手段を探る。
	　　　ヶ月


プラン計画者　氏名：　小松美智子

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

妹（ミサ様　）





妹夫（正一様　）





姉（十和田市在住）








兄（十和田市在住）








本人





姉（三沢市在住）











